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もくじ

教科書の　内容・構成

第2編では，学習指導要領に沿った，源流思想（第1章）→日本思想（第2章）→西洋思想（第3章）という配列。
先哲の思想を重点的に学習します。
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教科書の　内容・構成

話題性の高いテーマで「倫理」への考察を深
める特集ページ（close-up）を9箇所，設置
しています。

は，本資料に掲載した教科書の項目とページを示しています。
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